
市
民
目
線
に
お
い
て
、
ス
マ
ホ
一
つ
で
容
易
に
通
報
す
る
こ
と
で

き
て
大
変
便
利
で
あ
る
一
方
で
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
通
報
は

若
年
層
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
高
齢
者
は
電
話
等
に
よ
る
通
報

が
一
番
慣
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
利
用
者
の
年
齢
層
に
偏
り
が
あ
る

と
の
こ
と
。

　
甲
州
市
は
、
期
日
前
投
票
制
度
の
導
入
・
普
及
に
よ
り
、
投
票

者
総
数
の
約
3
分
の
1
が
期
日
前
投
票
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
選
挙
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
投
票
区
が
設
定
さ
れ
た
昭
和
初

期
と
比
較
す
る
と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
昨
今
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

投
票
環
境
を
整
備
し
、
有
権
者
が
安
全
な
環
境
の
下
、
安
心
し
て

投
票
が
で
き
る
投
票
所
と
す
る
た
め
、
新
た
な
基
準
に
よ
り
市
全

体
で
投
票
区
を
30
か
所
か
ら
16
か
所
に
見
直
し
た
。

　
甲
州
市
選
管
は
、
再
編
に
つ
い
て
、
選
挙
は
民
主
主
義
の
根
幹

で
あ
る
た
め
、
選
挙
人
の
投
票

の
利
便
性
を
損
な
う
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
前
提
に
慎
重
に
検

討
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

移
動
期
日
前
投
票
所
の
設
置
、

デ
マ
ン
ド
型
移
動
支
援
の
実

施
、
共
通
投
票
所
を
設
置
し
た

上
で
再
編
に
踏
み
切
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
富
士
吉
田
市
の
令
和
3
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
受
入
件
数
は
約

27
万
件
、
受
入
額
に
す
る
と
約
72
億
円
に
も
上
る
。
こ
の
4
～
5

年
で
寄
附
額
を
急
速
に
伸
ば
し
、
昨
年
度
実
績
は
山
梨
県
内
で

ト
ッ
プ
、
近
年
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
し
て
い
る
。

　
寄
附
金
の
使
い
道
と
し
て
、
教
育
や
子
育
て
支
援
に
関
す
る
分

野
が
か
な
り
充
実
し
て
お
り
、
市
内
全
小
中
学
校
の
給
食
費
無
料

化
や
18
歳
以
下
の
医
療
費
の
無
償
化
を
実
現
し
て
い
る
。

　
富
士
吉
田
市
で
は
、
フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
作
り
を
大
切
に
し

て
お
り
、
情
報
誌
や
S
N
S
を
活
用
し
丁
寧
で
き
め
細
や
か
な
情

報
発
信
を
心
掛
け
て
い
る
。
市
民
目
線
で
は
形
と
し
て
な
か
な
か

見
え
づ
ら
い
寄
附
金
の
使
わ
れ
方
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
フ
ァ
ン
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
作
る
た
め
に
寄

附
者
を
市
に
招
待
し
、
観
光
名
所
等
を
案
内
す
る
感
謝
祭
ツ
ア
ー

を
催
し
、
ま
ち
の
魅
力
に
直
接
触
れ
て
も
ら
う
と
い
う
工
夫
を
凝

ら
し
た
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、
現
在

で
は
リ
ピ
ー
タ
ー
は
40
%
も
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
は
賛
否
は

あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
税
収
が
あ
が
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
い
る

こ
と
に
魅
力
を
感
じ
る
。

　
会
津
若
松
市
で
は
窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
で
の
受
付
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
受
付
を
行
っ
て
い
る
。

　
窓
口
に
設
置
さ
れ
た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
は
、
来
庁
者
の
操
作
に

よ
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
同
様
に
証
明
書
な
ど
が
発
行
で
き
、
年

間
約
5
0
0
時
間
の
待
ち
時
間
が
解
消
さ
れ
た
と
い
う
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
受
付
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
方
、
子

供
連
れ
の
方
を
対
象
と
し
て
、
職
員
が
端
末
を
持
っ
て
来
庁
者
の

元
へ
行
き
、
用
件
な
ど
を
聞
き
取
り
な
が
ら
操
作
す
る
こ
と
で
証

明
書
な
ど
を
発
行
す
る
。
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
の
移
動
が
困
難

　
鹿
沼
市
は
、
令
和
4
年
3
月
に

「
鹿
沼
市
地
域
防
災
力
充
実
強
化
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
地
域
防
災
力

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
鹿
沼
市
に
お
い
て
も
、
全
国
的
に

見
る
課
題
と
同
様
に
、
消
防
団
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
な
課
題
で
あ

り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

新
入
団
員
加
入
促
進
の
た
め
、
特
に
若
い
世
代
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
り
、
PR
動
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
り
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
等
の
S
N
S
を
活
用
す
る
な
ど
若
い
世
代
の
ツ
ー
ル
を

使
っ
て
積
極
的
に
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、サ
ラ
リ
ー

マ
ン
団
員
の
増
加
や
雇
用
形
態
が
多
様
化
す
る
中
、
消
防
団
員
経

験
者
に
よ
る
「
支
援
団
員
制
度
」
を
平
成
14
年
度
か
ら
導
入
し
、

基
本
団
員
の
指
導
育
成
や
支
援
活
動
、
平
日
昼
間
の
災
害
に
対
す
る
迅

速
な
初
期
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
久
喜
市
版
未
来
の
教
室
事
業
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
実
施
、

個
別
最
適
な
学
び
の
提
供
等
を
実
現
す
る
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
の

　
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
わ
る
中
で
、
複
雑
・
多
問
題
を
抱
え
る
個
人
や
世
帯
を

支
援
す
る
た
め
、
山
形
市
で
は
国
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
「
我
が

事
・
丸
ご
と
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
山
形
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
業
務
委
託
し
、
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
員
」
と
し
て
5
名
を
配
置
。
相

談
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の

世
帯
全
体
が
抱
え
る
課
題
を
把

握
し
、
教
育
、
医
療
、
就
労
な

ど
他
分
野
の
関
係
者
と
連
携
し

て
支
援
に
つ
な
げ
る
。

困
り
ご
と
が
大
き
く
な
る
前
の

早
期
に
対
応
す
る
べ
く
、
相
談

　
伊
達
市
で
は
、
身
近
な
集
会
所
等
に
集
ま
っ
て
運
動
す
る
「
元

気
づ
く
り
会
」
に
よ
り
、
健
康
意
識
を
醸
成
し
、
地
域
住
民
相
互

の
助
け
合
い
を
生
ん
で
い
る
。

ま
と
め

　
現
地
に
赴
き
、
視
察
先
の
自
治
体
が
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
直
接
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
で
、
そ
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
の
考
え
を
よ
り
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
視
察
で
あ
っ
た
。
こ
の
視
察
で
得
た
も

の
を
今
後
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ま
と
め

　
各
視
察
先
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
す
る
こ
と

で
、
課
題
や
解
決
に
向
け
た
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

各
市
の
取
り
組
み
や
姿
勢
を
参
考
に
、
今
後
も
研
究
に
努
め
た

い
。
ま
た
、
町
並
み
や
観
光
PR
な
ど
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

視
察
テ
ー
マ
以
外
で
も
収
穫
を
感
じ
た
視
察
で
あ
っ
た
。

ま
と
め

　
3
年
ぶ
り
の
委
員
会
視
察
で
あ
っ
た
。
自
治
体
に
赴

き
、
職
員
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
の
意
義
を
改
め
て

感
じ
さ
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
3
自
治
体
の
視
察
を

終
え
て
、
社
会
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
状
況
下

で
、
そ
の
変
化
に
い
か
に
対
応
し
て
い
く
か
が
非
常
に
大

切
で
あ
る
と
感
じ
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

令
和
4
年
10
月
26
日
～
10
月
28
日

◎
野
嵜
久
雄
、
○
小
林
　
誠
、
岡
田
竜
一
、

　
酒
井
　
健
、
佐
藤
和
雄
、
藤
家
貴
之

経
済
建
設
常
任
委
員
会

令
和
4
年
10
月
19
日
～
10
月
21
日

◎
坂
井
良
永
、
○
武
石
栄
二
、
西
川
重
則
、
白
鳥
　
賢
、

　
西
村
邦
明
、
阿
部
銀
次
郎
、
長
橋
一
弘

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

令
和
4
年
10
月
31
日
～
11
月
2
日

◎
森
山
　
昭
、
○
武
藤
元
美
、
山
田
富
義
、

馬
場
博
文
、
竹
山
嘉
一
、
　
内
山
信
一
、
笹
川
信
子

伊達市役所内

身近な集会所で活動する

会津若松市役所の窓口でタッチパネルを見学

会津若松市役所内 山梨県甲州市議場

都
留
市
で
は
、
S
N
S
ア
プ
リ

L
I
N
E
を
活
用
し
、
道
路
破

損
・
陥
没
、
街
路
灯
の
不
点
灯
な

ど
道
路
に
関
す
る
不
具
合
を
通
報

し
て
も
ら
う
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

「
都
留
市
道
路
維
持
管
理
通
報
シ

ス
テ
ム
」
を
運
用
し
て
い
る
。

通
報
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

位
置
情
報
と
写
真
を
添
付
す
る
の

で
間
違
い
が
少
な
い
こ
と
。
こ
れ

ま
で
の
電
話
に
よ
る
通
報
で
は
、
位
置
が
不
明
瞭
で
あ
っ
た
り
、

破
損
個
所
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
通
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、
正
確
な
場
所
が
分
か
り
職
員
の
業
務
効
率
化
が
図

ら
れ
た
と
の
こ
と
。

都留市役所 鹿沼市消防本部

山形市役所内

富士吉田市役所

　
宮
代
町
農
業
担
い
手
塾
は
、
町
が
抱
え
る
農
業
の
後
継
者
不
足

と
増
加
し
て
い
る
遊
休
農
地
へ
の
対
応
、
地
産
地
消
拠
点
施
設
を

支
え
る
人
材
の
育
成
・
確
保
を
行
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
事
業
が

開
始
さ
れ
た
。

　
平
成
14
年
か
ら
19
年
ま
で
は
、
現
在
の
農
業
担
い
手
塾
の
基
盤

で
あ
る
「
『
農
』
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
キ
ー
農
業
塾
」
を
開

設
し
、
延
べ
11
名
が
入
塾
、
そ
の
う
ち
の
9
名
が
就
農
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
22
年
度
か
ら
農
業
担
い
手
塾
を
開
設
。
現
在
ま
で

に
、
延
べ
14
名
が
入
塾
し
、
そ
の
う
ち
の
10
名
が
就
農
し
た
。

就
農
者
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
入
塾
後
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
就
農
後
も
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
が
厚
い
。
研
修
圃
場
を

就
農
後
の
耕
作
農
地
と
し
て
継
続
利
用
が
可
能
で
、
農
機
具
に
つ

い
て
も
原
則
無
償
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
。

　
入
塾
審
査
や
研
修
修
了
審
査
で
は
、
審
査
基
準
が
厳
し
い
よ

う
に
思
え
る
が
、
埼
玉
県
内
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
績
が
あ
る
の

は
、
新
規
就
農
者
と
地
域
と
行
政

の
連
携
が
う
ま
く
確
立
さ
れ
て
お

り
、
就
農
者
が
安
心
し
て
農
業
に

取
り
組
め
る
体
制
が
整
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
感
じ
る
。

宮代町役場

対
象
を
明
確
に
し
た
消
防
団
員
の

広
報
活
動

消
防
団
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

（
栃
木
県
鹿
沼
市
）

町
内
会
の「
元
気
づ
く
り
会
」自
主

運
営
で
共
助
・
社
会
参
加
促
進

元
気
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
事
業
に
つ
い
て

（
福
島
県
伊
達
市
）

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

窓
口
利
用
者
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

簡
単
ゆ
び
ナ
ビ
窓
口
事
業
に
つ
い
て

（
福
島
県
会
津
若
松
市
）

多
様
化
、多
問
題
化
す
る
福
祉
の

課
題
へ
包
括
的
支
援
で
早
期
対
応

我
が
事
・
丸
ご
と
地
域
づ
く
り
事
業
、

福
祉
ま
る
ご
と
支
援
事
業
に
つ
い
て

（
山
形
県
山
形
市
）

I
C
T
を
効
果
的
に
活
用
し
て

教
育
に
活
か
す

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル（
久
喜
市
版
未
来

の
教
室
）に
つ
い
て （
埼
玉
県
久
喜
市
）

寄
附
者
と
の
つ
な
が
り
に
重
点
を

置
い
た
ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
）

地
域
密
着
型
の
支
援
で
農
業
の

担
い
手
確
保
を
図
る

宮
代
町
農
業
担
い
手
塾
に
つ
い
て

（
埼
玉
県
宮
代
町
）

投
票
機
会
を
確
保
し
た
投
票
区
再
編

選
挙
投
票
区
の
再
編
に
つ
い
て

（
山
梨
県
甲
州
市
）

道
路
維
持
管
理
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入

道
路
維
持
管
理
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

（
山
梨
県
都
留
市
）

　
交
通
手
段
が
乏
し
く
通
い
づ
ら
い
と
い
っ
た
拠
点
型
運
動
教
室

の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
伊
達
市
で
は
平
成
27
年
に
、
（
一

社
）
元
気
づ
く
り
大
学
が
構
築
し
た
「
元
気
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
。
令
和
3
年
度
末
で
は
1
3
1
会
場
で
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。
町
内
会
等
で
、
週
2
回
、
90
分
の
中
で
、
準
備
運
動
、

筋
ト
レ
、
球
技
や
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
整
理
運
動

を
行
う
。
最
初
の
6
カ
月
間
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
共
に
活
動

し
、
7
カ
月
目
以
降
は
自
主
運
営
す
る
。
定
期
的
に
集
ま
り
活
動

す
る
こ
と
で
、
地
域
行
事
の
積
極
的
な
参
加
や
一
人
暮
ら
し
世
帯

へ
の
自
発
的
な
声
掛
け
な
ど
も
生
ま
れ
、
ま
ち
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

な
場
合
や
、
文
字
の
記
入
が
難
し
い
と
い
っ
た
場
面
で
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
役
立
っ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
申
請
が
で
き
る
こ
と

は
市
民
に
と
っ
て
助
か
る
と
感
じ
た
。

　
情
報
通
信
技
術
の
活
用
は
一
度
導
入
す
れ
ば
完
了
す
る
も
の
で

は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
の
切
り
替
え
な
ど
使
い
勝
手
の
追
求
が
課
題

と
な
る
よ
う
だ
っ
た
。

者
も
支
援
者
も
1
人
で
悩
む
こ
と
な
く
、
た
ら
い
回
し
を
し
な
い

体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、
学
ん
で
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

時
代
に
対
応
す
る
人
材
を
育
て
る
た
め
の
、
企
業
や
大
学
等
と
連

携
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
や
I
C
T
を
活
用
し
た
協
働
的
な
学

び
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
で
き
る
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
L
a
b
事
業
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　
I
C
T
教
育
の
導
入
で
学
習
が
効
率
的
に
な
る
が
、
子
ど
も
自

身
も
必
要
に
応
じ
て
、
紙
と
デ

ジ
タ
ル
を
使
い
分
け
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
来
の
よ

さ
を
残
し
な
が
ら
I
C
T
も
活

用
し
て
い
る
。
I
C
T
は
あ
く

ま
で
手
段
で
あ
り
、
目
的
は
よ
り

効
果
的
に
活
用
し
て
子
ど
も
の

教
育
に
活
か
す
こ
と
で
あ
る
。
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